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導入の経緯について
【２月】

・県教育委員会・京都大学・（株）内田洋行が
連携協定締結、本校が実証研究校となる

・ＩＣＴ教育準備委員会 設置

・ビジョンの策定（目的の明確化）

・導入端末の選定
仕様・価格・保証について

・入札業者の選定
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【３月】

・保護者説明会（入学許可予定者オリエンテーション）
「導入について」（リーフレット配布）

・入札業者によるプレゼンテーション

GIGAスクール構想に準拠
11.6型マルチタッチ対応
コンバーチブルノート
メーカー：ＡＣＥＲ
型番 ：TMB311R-31-A14P
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【４月】

・分掌改編
ビジネス教育推進部４名（新設）

ＩＣＴ教育担当 統括係１名・運営係１名

・ＩＣＴ教育推進委員会 設置
教頭 ・ ＩＣＴ教育担当２名
商業科５名 ・ 英語科１名 ・ 数学科１名
分掌や学年から各１名ずつを追加（７月）
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【４月】

・保護者説明会（入学式）
「購入について」
※ 4月23日 入金確認後 → メーカー発注

5月10日～21日 初期設定
5月25日～26日 生徒引き渡し

・教員ガイダンス１（実証研究）
「リーフシステムの活用研修」
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【５月】

・教員ガイダンス２（Teamsの活用）

・タブレット受け渡し（持ち帰りや充電の説明）

・生徒ガイダンス 「初期設定・使用に関するルール説明」
（１時間 + 授業における実践的説明２時間）
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活用実践報告
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１ Formsで健康観察や授業アンケート等を実施
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2 Teamsで課題を配布・提出

プリントの課題と違って、細かく締め切りを設定する
ことで、生徒は計画的に取り組むことができ、教員も
その都度課題を確認して、きめ細かく指導ができる
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３ Teamsのビデオ会議で教師画面を共有
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冬至

夏至

春分

秋分
細かなグラフも、自分の端末の
画面なら読み取りやすい
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4 第１学年 「情報処理」

•ワードによるビジネス文書作成、エクセルによる情報
活用能力の強化

•夏季休業中や週末に課題の配信

•全商情報処理検定やビジネス文書実務検定など実技を
伴う検定試験に向けた取り組みの強化
→ 自宅学習の充実
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5 第１学年「コミュニケーション英語Ⅰ・英語表現Ⅰ」
•予習や質問をFormsで収集し、誤答の傾向等を分析
後、授業 → 指導の効率化

•発表の録画、録音 → 振り返り学習での活用
• Formsに生徒ごとに英作文を入力させ、収集後全体へ
共有 → 全ての生徒に発表の機会を与える

•小テストをFormsで実施
•週末課題の配信
•課題の再配信で反復学習
•生徒の学習レベルに応じた選択教材をBookRollに設置
• Classiの関連動画を配信
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入力フォームに、
単元で学習した単語や表現を使った
オリジナル文を入力させる。
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即座に共有、または宿題にし、次の
授業で、スクリーンにて共有する。

上手な例文や、ユニークなものを取
り上げ、クラス全体に紹介する。

COVID-19 is has an effect on around the world.
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効果

•全ての生徒が１人１台端末で授業に参加できる。
•生徒の作品を即座に共有し、フィードバックがで
きる。

•自分の作品が取り上げてもらえるので、回を追う
ごとにオリジナリティのある実用的な作文にチャ
レンジする生徒が増えた。

•キーボード入力でスペルチェックが入るのでスペ
ルミスへの意識が増した。
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課題

「私の町のハザードマップ調べ」

自然災害に関する学習のまとめとして行った。

５つの地域のハザードマップを調べさせ、最も
危険に感じた地域について、なぜそう思うのか
をレポートの２枚目にまとめさせた。

現在、または将来的に、自分が暮らす地域のハ
ザードマップを調べさせることで、地方自治体
ごとに、注意すべき災害が異なる点に気づかせ
ることができた。

自分の町のハザードマップを閲覧したことのあ
る生徒は１割にも満たなかったため、防災への
意識づけに役立ったと考える。

6 第１学年 科学と人間生活
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７ 第１学年 「体育」
・ハードル競技、ソフトボール競技など 端末で
動作を撮影し自己分析を行う。

第１学年 「数学Ⅰ」・「簿記」
・京都大学、（株）内田洋行 連携授業
「BookRoll」を活用した習熟度 演習問題

効果：自分のフォームを確認することができ、競技力
の向上につながる。

効果：取り組んでいる生徒の理解度が増している。
成績も向上。
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８ Formsで小テスト・振り返り学習を実施
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9 Classi学習動画やYouTubeの小論文解説動画等を視聴

１年生はもちろん、タブレットを持たない２年生に対しても学習動画を
Teamsで配信し、それに関するFormsのクイズを夏休み課題とした。
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10 第３学年
「課題研究」ビジネスインキュベーション講座

Teamsを活用したオンラインイベント
学校と三井寺、特別養護老人ホーム 長等の里をTeamsでつなぎオンライ
ンイベントを実施

日 時：11月20日（土）14時 ~ 15時
内 容：三井寺バーチャルツアー

（三井寺から中継しクイズ等参加型のツアーを実施）
ブラスバンド部の演奏会
（学校の音楽室から中継し演奏を配信）

効 果：タブレット等を活用した、観光ビジネスの学習機会となった。
オンラインでも一人一人の思いが届き、参加者との温かい交流が
できた。オンラインという新しい交流イベントの形ができた。
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三井寺バーチャルツアー（参加型クイズ）
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11 Zoomで大津市議との意見交換会を実施
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部活動休止期間中の
オンラインミーティング
・ Teamsのビデオ会議を利用

（全体ミーティング）

・ ブレイクアウトルームの活用
（グループワーク）

自宅での個人練習だけではモチベーションが下がっていく中で、
悩みを共有することでお互いを鼓舞し合えていた。

自宅で練習動画を撮影し、それを個人チャネルで顧問と共有することで、
オンライン上で技術指導を受ける部員もいた。

12 部活動におけるTeamsの活用
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iPadを用いたフォーム動画の撮影

・ 撮影した動画はその場でチェック
・ Teamsの各個人チャネルのファイルにデータを保
存

顧問が「こうしなさい」と一方的に教える指導か
ら、
「先生、これはどうすればいいですか？」と、
生徒が顧問に尋ねる自主性の高い練習に変化した。

百聞は一見に如かずで、技術の定着速度が向上した。
蓄積したデータは、スランプ時のヒントにもなり得
る。
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13 学校業務処理での活用
１．タブレットPCを用いたオンライン離任式や職員会議を実施

２．各校に配布されたｈｐのタブレットPCのうち21台は希望教員に配布

３．多様な職員研修会を実施

４．校務ネット掲示板に「大商ICT通信」を10数回アップロード

５．Teams活用授業を20回程度公開

６．校務PCを用いたペーパーレス職員会議の実施
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今後の課題
１ 「個別最適化された学び」や「創造性を育む学び」に寄与

する活用方法を見出していく必要がある。

２ ＩＣＴ教育の推進と読み解く力（読解力）、書く力（論述力）
の学習バランス

３ ICT教育推進リーダーと各分掌、学年のＩＣＴ教育推進担当が
中心となり、職員全体のICT活用能力向上を担う仕組みをつく
る。
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